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Kähler多様体において対合的反正則等長変換の不動点集合の連結成分として与えら

れる部分多様体を実形と呼ぶ。定義から実形は全測地的Lagrange部分多様体になる。

コンパクト型Hermite対称空間の二つの実形の交叉は離散的なとき対蹠集合になるこ

とを田崎 [7]、田中-田崎 [5, 6]が示し、これを利用して入江-酒井-田崎 [4]は二つの実形

に関する Z2係数Floerホモロジーを求めた。また井川-田中-田崎 [3] は二つの実形の交

叉が離散的になるための必要十分条件を対称三対の言葉で記述し、離散的なときの交

叉をある種のWeyl群の軌道として記述した。

我々はコンパクト型Hermite対称空間の二つの実形に関するFloerホモロジーの [4]

の結果を複素旗多様体に拡張することを目標に研究を進めている。これまでの学会発

表で、複素部分空間の系列の成す複素旗多様体内の実部分空間の系列の成す実形と四

元数部分空間の系列の成す実形の場合に、二つの実形の交叉が離散的であれば対蹠集

合になることを示した。本講演では一般の複素旗多様体内の二つの実旗多様体の交叉

が離散的になるための必要十分条件を与え、離散的なときに交叉は対蹠的であり、ま

たある種のWeyl群の軌道として記述できることを報告する。

以降, Gを連結コンパクト半単純Lie群とし、GのLie環 g の元Z (̸= 0)を固定して考

える。Gの随伴表現によるZの軌道

M = Ad(G)Z ⊂ g

は複素旗多様体と呼ばれる。M には gのAd(G)不変な内積から誘導されるRiemann計

量が入っているものとする。またGCをGの複素化、 gC をその Lie環とし、GC の放物

型複素Lie部分群 PC をgC の放物型部分 Lie 環
⊕

k≥0{X ∈ gC | [
√
−1Z,X] = kX} に

対応するものとする. このとき GC/PC への G の作用は推移的で、なおかつ Z のイソ

トロピー部分群 GZ が G∩PC と一致する。特にM ∼= G/GZ
∼= GC/PC には GC不変な

複素構造が定まり、これによりMはG等質なKähler多様体になる。また M ∼= G/GZ

には一般化された対称空間の構造が入ることが知られており、それにより対蹠集合の

概念が定義される。

(G,K)をコンパクト型対称対とし、これによるGのLie環gの標準分解を

g = k+ p

と表す。M = Ad(G)Z と p が交わるとき、M の部分多様体 L = M ∩ p を 実旗多様

体と呼ぶ。このとき L には Ad(K) が推移的に作用することが知られている。一方で

g′ = k+
√
−1p

とおくと、g′ は gの複素化 gC の実形になる。g′ を Lie環とする GC の解析的部分群

を G′ とすると、(G′, K)は非コンパクト型 Riemann対称対になる。先に述べた同型



M ∼= GC/PC において、M の部分多様体 L はGC/PC の部分多様体G′/(G′ ∩ PC) と

対応する。特に G′に関するGCの複素共役をσと表すと、PCはσで不変であり、した

がってσはM ∼= GC/PCに対合的反正則等長変換 σ̃を誘導する。σによるGCの不動点

集合の単位連結成分がG′であることから、σ̃によるMの不動点集合の原点を含む連結

成分はLと一致する。よって L は M の実形となる。

以下、複素旗多様体 M = Ad(G)Z 内の二つの実旗多様体の交叉について考える。

(G,K1, K2)をコンパクト対称三対とする。Kiを定めるGの対合をθiと表す。本講演で

は θ1θ2 = θ2θ1 の場合を扱う。GのLie環gを二通りに標準分解し、

g = k1 + p1 = k2 + p2

と表す。M = Ad(G)Z が p1, p2 とそれぞれ交わるとし、二つの実旗多様体 L1 = M∩p1
と L2 = M ∩ p2 を考える。a ∈ Gに対して交叉 L1 ∩ Ad(a)L2を考察しよう。a を

p1 ∩ p2 内の極大可換部分空間とし、G 内のトーラスAをA = exp aと定めると、[1]

より G = K1AK2 が成り立つので、a = expH (H ∈ a)として一般性を失わない。

(G,K1, K2)の定める対称三対を (Σ̃,Σ,W )と表す (定義については [2]を参照)。aを含

む pi内の極大可換部分空間 aiをとり、コンパクト型Riemann対称対 (G,Ki)の aiに関

する制限ルート系をRiと表す。Σ̃とRiのWeyl群をそれぞれW (Σ̃)とW (Ri)で表す。

本講演の主結果は以下のものである：

定理 1. 二つの実旗多様体の交叉L1 ∩ Ad(a)L2 (a = expH,H ∈ a)が離散的になるた

めの必要十分条件はHが (Σ̃,Σ,W )の定める正則元になることである。また, 二つの実

旗多様体の交叉L1 ∩ Ad(a)L2が離散的のとき、これは M = Ad(G)Z の対蹠集合とな

る。更に M ∩ a ̸= ∅ であり、任意の Z ′ ∈ M ∩ a に対して、

L1 ∩ Ad(a)L2 = M ∩ a = W (Σ̃)Z ′ = W (R1)Z
′ ∩ a = W (R2)Z

′ ∩ a

と表示できる。
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